リチャード、ローンズ著 商学士 今村有訳 共同海損法論 by 研究 館編纂室
商
業
と
經
濟
新
刊
紹
介
リ
チ
ャ
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ド
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ロ
ー
ン
ヅ
　
著
商
學
士
　
今
村
有
　
譯共
同
海
損
法
論
研
究
館
編
纂
室
本
書
は
本
校
教
授
今
村
有
氏
が
、
リ
チ
ャ
ー
ド
、
ロ
ー
ン
ヅ
の
名
著
G
e
－
一
e
邑
A
く
e
r
a
g
e
を
辞
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
共
同
海
損
は
近
時
我
国
の
禰
立
の
問
題
と
し
て
研
究
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
街
ほ
其
著
書
は
甚
だ
少
な
い
。
寧
ろ
殆
ん
ど
な
い
と
云
っ
て
よ
い
位
で
あ
る
。
今
は
絶
版
に
な
っ
て
居
る
村
瀬
博
士
の
共
同
海
損
講
義
要
領
は
其
横
威
約
の
も
の
で
あ
る
が
、
其
他
に
は
勝
山
勝
司
氏
の
共
同
海
損
法
論
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
然
し
最
近
商
箪
博
士
藤
本
先
生
の
共
同
海
損
講
義
要
綱
の
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
海
商
法
に
隔
す
る
薯
書
中
に
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
及
す
る
も
の
が
多
い
が
、
只
我
国
の
商
法
の
規
定
の
説
明
で
あ
っ
て
、
賓
際
界
に
於
け
る
共
同
海
損
を
埋
解
す
る
に
は
徐
り
役
に
立
た
な
い
も
の
で
あ
る
。
私
の
こ
の
著
書
が
、
卿
か
で
も
此
問
題
の
研
究
に
志
す
も
の
に
資
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
幸
で
あ
る
。
」
と
は
、
繹
者
今
村
教
授
が
序
文
に
於
て
述
べ
ら
る
ゝ
所
で
あ
る
が
、
こ
の
言
、
蓋
し
我
軍
界
の
こ
の
方
面
に
於
て
本
書
の
占
む
可
き
地
位
を
明
か
に
示
し
尭
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
。
其
の
内
容
は
T
共
同
海
損
た
る
損
害
及
び
登
用
」
、
及
「
共
同
海
損
の
精
算
」
の
二
端
に
分
も
、
更
に
「
共
同
海
損
の
定
義
及
び
一
般
的
原
則
」
、
「
積
荷
の
犠
牲
」
、
「
感
舶
の
犠
牲
」
、
「
異
常
的
費
用
」
其
の
一
、
及
其
の
二
五
六
二
(
避
難
港
費
用
)
、
「
精
算
を
規
定
す
可
き
時
、
場
所
及
び
事
貨
の
朕
態
」
、
「
共
同
海
損
額
の
計
算
方
法
」
「
分
搭
利
盆
並
に
其
債
格
」
、
「
共
同
海
損
に
劃
す
る
留
置
格
及
び
注
律
上
の
救
済
策
」
、
の
九
掌
に
分
ち
、
之
を
入
十
一
節
に
細
論
詳
説
し
て
あ
る
も
の
で
、
更
に
附
録
ご
し
て
日
本
海
商
法
.
一
八
九
O
年
、
一
九
O
三
年
、
一
九
二
四
年
の
ヨ
ー
ク
ア
ン
ト
ヲ
I
プ
規
定
.
及
共
同
一
昨
損
分
路
保
詮
山
川
i
仙
寺
ル
パ
」
以
で
し
た
る
約
四
百
頁
の
好
文
献
で
あ
る
。
諮
文
も
卒
易
明
快
で
あ
っ
て
、
此
方
面
の
研
究
に
志
あ
る
卒
者
に
さ
り
で
も
質
際
家
に
ご
h'
て
も
.
好
筒
の
侶
伶
で
あ
り
会
考
書
で
あ
る
。
吾
人
は
康
く
本
書
全
江
湖
に
推
薦
せ
ん
ご
欲
す
る
も
の
で
あ
る
o
倫
ほ
谷
頭
の
序
文
に
添
へ
て
、
英
図
の
裁
剣
所
の
組
織
に
関
す
る
四
十
徐
頁
の
訪
越
が
あ
る
が
、
日
疋
は
金
日
中
幾
多
の
章
節
に
採
録
せ
ら
れ
て
居
る
共
同
海
損
の
裁
剣
事
件
ゃ
、
剣
決
例
等
を
理
解
す
る
が
匁
め
の
設
備
知
識
ご
し
、
又
は
品
会
照
用
ざ
し
て
、
甚
だ
有
盆
な
る
も
の
で
あ
る
o
五
日
人
は
好
文
献
の
少
き
此
方
面
に
、
斯
か
る
名
著
を
詳
出
せ
ら
れ
た
功
労
に
濁
し
て
大
な
る
敬
意
ケ
梯
ふ
さ
同
時
新
刊
紹
介
に
、
本
書
を
読
む
も
の
、
最
も
須
要
な
る
設
備
的
知
識
合
併
せ
て
提
供
せ
ら
れ
た
る
親
切
な
る
用
意
に
向
て
、
深
き
謝
意
を
表
せ
ぎ
る
を
得
な
い
。
尤
も
性
質
上
か
ら
見
て
、
此
文
(
英
図
裁
剣
所
の
組
織
)
は
、
序
文
に
代
ふ
る
の
こ
さ
は
来
し
て
如
何
か
、
盛
一
J
ろ
忽
末
に
之
を
附
…
録
ざ
し
、
而
し
て
序
の
文
一
一
一
一
口
中
に
其
意
ヤ
注
窓
し
置
か
る
冶
方
宜
し
か
り
し
に
は
非
る
か
。
又
た
説
植
の
如
き
は
何
れ
の
著
書
じ
於
て
も
免
れ
ぎ
る
所
な
る
も
、
本
書
に
於
て
務
々
目
に
付
く
が
如
き
成
あ
b
o
些
細
な
る
事
の
如
き
も
、
再
版
の
際
、
之
を
-
訂
正
せ
ら
る
、
主
な
ら
ば
、
徴
税
だ
も
な
き
異
の
白
玉
た
る
に
至
る
可
き
か
。
(
忘
評
多
罪
)
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